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複雑 性尿路感染症 に対す るCefepimeの 使用経験
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20例 の複雑 性尿 路感 染症 に対 して,1日 に2回,そ れ ぞれ1.Ogのcefepimeを5日 間 点滴 静

注 した。 単独 菌感 染症 の6例 お よび複 数 菌感 染症 の14例 の うち,6例 に著効,10例 に有 効,4

例 に無効 の判 定 を得 て,総 合 有効 率 は80%を 示 した。 膿 尿に 対す る効 果 は,消 失が55%,改

善が20%,そ して不変 が25%で あ った。 細 菌尿 に対 しては,消 失 が50%,交 代 が35%,そ

して不変 が15%で あ っ た。合 計42菌 株 中38株 が消 失 し,4株 が残 存 し,投 与後 に 出現 した菌

株 は9株 を数 え た。 合 計20例 に おけ る副作 用 は皆 無 であ った が,1例 にGOTの 上 昇 を認 め

た。
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Cefepime(CFPM)は プ リス トル ・マ イヤ ー ズ研 究

所株式会社 で新 し く開 発 され たcephem系 注射 用 抗生

剤であ る。その特徴 は,(1)各 種 β-lactamaseに 対 して

安定であ り,(2)こ とに緑膿 菌 を含む グラム陰性 菌 に対

して抗 菌力が強 く,(3)一 部 の グ ラム陽性 菌 に対 して も

有効であ り1,2),尿路感 染症 に対 しては充分 に効 果 の期

待で きる薬剤 であ る。

今回我 々は,同 社 か ら本 剤の提 供 を受 け,複 雑性 尿

路感染症 に対 して使 用 したの で,そ の結 果 を報告 す る。

1.対 象 と 方 法

1988年9月 か ら1989年7月 まで に,大 阪労 災病 院

泌尿器科 で本 剤 を使用 した複 雑 性 尿路 感 染 症 は20例

であった。その内訳 は 男子17名,女 子3名 であ り,年

齢分布 は24歳 か ら86歳 まで,平 均 年 齢 は62.1歳 であ

った(Table1)。

投与方法 は,本 剤 投与 直前 に皮 内 反応 が陰性 であ る

こ とを確かめ,1日 に2回,朝 と夕 とにそ れ ぞれ1 .09

を5%ブ ドウ糖 注射 液 もし くは塩 類補 液剤 に 溶解 し,

約60分 をか けて点 滴静 注 した。投 与期 間 も全例5日 間

で統一 し,第5病 日に効 果 と安 全性 を検討 した。尿 中

細菌の菌数測定 な らびに分 離 菌の 同定 は 当院細 菌検 査

室で施行 し,MICの 測 定 は菌株 を東京 総合 臨床 検査 セ

ンター研究部 に郵送 して,日 本 化 学療 法 学 会 標準 法3)

に従 って実 施 した。郵 送 の対 象 とした菌株 は,実 施 要

綱の対 象菌種 か ら除外 さ れ て い るEnterococcus属 以

外の一般細 菌 であ る。

II.成 績

投 与直 前 の皮 内反応 に て異常 を呈 したため に本 剤 の

投与 を断 念 した り,あ るいは投 与開 始 してか ら副 作用

の ため に投与 を中断 した症例 は1件 もなか った。

CFPMを 投与 した20例 中.投 与 前に37℃ 以上 の発

熱 を呈 して いた19例 は,全 例 に解熱 をみた。他 の1例

も 自覚 症 状 の改善 を認 め,し たが って主 治 医が無 効 と

判定 した症例 は1例 もなか った。 本 剤 の効 果 を,UTI

薬効評 価 基準(第3版)4)に 準 じて判 定 した ところ,著

効6例,有 効10例 お よび無効4例 の成績 を得 て,総 合

有効率 は80%で あ った(Table2)。20例 の膿尿 に対

す る効 果 は,消 失 が11例,改 善 が4例 そ して不変 が5

例 で あ り,他 方 細 菌 尿 に対 す る効 果 は,陰 性 化 が10

例,菌 交 代 が7例,そ して残 存の3例 で あ っ た。 第1

群,第3群,な らびに 第6群 でいず れ も100%の 有効

率 を得 た のに 対 して,第5群 で は56%に と ど まっ た

(Table3)。

投 与前 に検 出 した菌 株 は42株 であ り,そ の うち の

38株(90%)がCFPMに よって消 失 し,残 存 した の

は グラム 陰性 菌 でP.mdomonas aeruginosaの1株 と,

グ ラ ム 陽 性 菌 でStaphylococcus aurmsの1株 と

EnterococcuS属 の2株,合 計4株 で あ っ た(Table

4)。 交 代 して 出現 したの は合 計9株 を数 え,そ の内 訳

はPseudomonas属 の3株 とEnterococcus属 の2株,

な らびにCorynebacterium属 の1株 であ り,残 りの3

株 は真 菌類 で あ った。投 与 前 に検 出 した細菌 の うち,
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Table 1-1. Cllnlcal summary of complicated UTI treated with cefepime
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Table 1- 2. Clinical summary of complicated UTI treated with cefepime

CCC: chronic complicated cystitis
YLO: yeast like organism

*Before and after treatment

**UTI: criteria proposed by the UTI Committee
Dr: Dr's evaluation

Table 2. Overall clinical efficacy of cefepime in 20 cases with complicated UTI

グラム陰性 菌 の25株 にお け るMIC値(Table1)で

は,CFPMはcefotaxime,aztreonamと 遜 色 の無 い分

布 を呈 し,ceftazidimeやcefuzonamよ りも若 干 す ぐ

れてお り,そ してcefoperazoneよ りも明 らか に良 好

な分布 を示 した(Table5)。

自覚的 副作用 と して は,皮 疹 もシ ョッ ク症状 も無 く,

軽微 な副 反応す ら1件 も認め なか っ た。 他 方,臨 床検

査値異常変 動の うち,第2例 のGOT値 が 投与 前の23

IU/1か ら投与 後 に491U/1に 上 昇 し,無 処 置の ま ま

で,18日 後に は391U/1に まで下 降 した。50%以 下 の

可能性 なが ら,本 剤 と関係 あ るか もしれ ない と判断 し

た。 第12例 の血清C1値 が104mEq/1か ら110mEq/

1に 上 昇 したのは本 剤 と関 係 な く,原 疾 患 に よ る もの

と考 え られ る。

III.考 察

今 回我 々 が検 討 した複 雑性 尿 路 感染 症 の20例 で は

80%の 総合 有効 率 を示 した。全 国集 計結 果5)で は71%

であ り,我 々 の成績 の ほ うが高値 を呈 した こ とに な る。

脊 髄膀 胱が10例,カ テー テル留 置 中の 患者 が12例,

複 数菌 感 染症 が14例 な ど難 治性 因 子 の複合 す る症 例
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Table 3. Overall clinical efficacy of cefepime classified by the type of infection

Table 4. Bacteriological response to cefepime in complicated UTI
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Table 5. MIC distribution of cefepime, ceftazidime, cefuzonam, cefotaxime, cefoperazone and aztreonam against GNR (25 strains)
(inoculum size 106 cells/ml)

*Aztreonam is 24 strains without Alcaligenes faecalis

が 多く含 まれ るに もかか わ らず,MICの 低 い細菌 の感

染が 多数 で あった こ とが 原因 と考 え られ る。

第2例 で,GOTの みが 上昇 した の は本 剤 に起 因す

るか もしれ ない。その後10か 月間のGOT値 は上 昇せ

ずに正常範 囲 を保 っ てい る。

主治医判定 で無効 と判 定 され た症例 は1件 もな く,

副作用は臨床検 査値 の 異常変 動 で軽微 な1件 を認め た

のみ であ るこ とか ら,本 剤 は グラム陰性 菌 を主 と した

尿路感染症 に対 して,有 効 か つ安 全 な注射 用抗 生剤 で

あると言 える。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH CEFEPIME

IN COMPLICATED URINARY TRACT INFECTION

Shutaro Mizutani, Hiroshi Kameoka, Susumu Miyoshi,

Norio Iwao, Junzo Higashimoto, Kenzo Shiota

Department of Urology, Osaka Rosai Hospital,

1179-3 Nagasone-cho, Sakai 591, Japan

Twenty patients with complicated urinary tract infection were given cefepime at a daily dose of
2.0 g by intravenous drip infusion for five days, and the following results were obtained . Clinical
results were excellent in 6 cases, moderate in 10 and poor in 4. The overall clinical efficacy rate was

80 %. As to the bacteriological response, 38 strains were eliminated while 4 persisted out of 42. Nine
new organisms appeared after treatment. During treatment the only side effect observed was a slight
increase in GOT in one case out of total of 20 patients.


